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短
信

第
四
七
回
日
本
弁
護
士
連
合
会
人
権
擁
護
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

多
民
族
・
多
文
化
の
共
生
す
る
社
会
を
め
ざ
し
て

一
第
四
七
国
人
権
大
会
シ
ン
ポ
の
開
催

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
七
日
、
八
日
両
日
、
宮
崎
市
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
シ
ー
ガ
イ
ア
、
サ
ミ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に
て
、
第
四
七
回
日
本
弁
護

士
連
合
会
人
権
擁
護
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一
〇
月
七
日
は
、
市

民
参
加
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
八
日
は
弁
護
士
会
貞
に
よ
る
宣
言
・

決
議
な
ど
を
行
う
人
権
大
会
で
あ
っ
た
。
七
日
は
、
「
リ
ゾ
ー
ト

法
の
検
証
と
新
た
な
展
望
－
環
境
保
護
と
持
続
可
能
な
地
域
振

興
」
　
（
第
二
分
科
会
）
、
「
二
一
世
紀
日
本
に
死
刑
は
必
要
か
－
死

刑
執
行
法
の
制
定
と
死
刑
制
度
の
未
来
を
め
ぐ
つ
て
」
　
（
第
三
分

科
会
）
　
な
ど
三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の

メ
イ
ン
シ
ン
ポ
で
あ
る
第
一
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
多
民
族
・

多
文
化
の
共
生
す
る
社
会
を
め
ざ
し
て
－
外
国
人
・
民
族
的
少
数

丹
羽
　
雅
雄

者
の
人
権
基
本
法
を
制
定
し
よ
う
」
　
で
あ
っ
た
。

私
が
実
行
委
貞
長
を
務
め
た
第
一
分
科
会
実
行
委
員
会
が
、
こ

の
テ
ー
マ
を
選
び
、
歴
史
的
視
点
の
重
要
性
と
、
人
権
基
本
法
の

制
定
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
主
な
趣
旨
・
背
景
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
第
一
に
、
二
一
世
紀
こ
そ
「
平
和
で
地
球
環
境
が
保
護
さ

れ
、
人
権
文
化
が
開
花
し
た
国
際
社
会
」
を
実
現
し
よ
う
と
願
っ

た
矢
先
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
米
国
で
同
時
多
発
攻
撃
事
件

が
発
生
し
、
以
降
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
へ
と
、
世
界
は

再
び
「
戦
争
と
憎
悪
の
時
代
」
に
逆
行
し
ょ
う
と
す
る
か
の
ご
と

き
状
況
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
お
い
て
も
、
国

家
主
義
や
自
国
民
中
心
主
義
的
な
動
き
が
広
ま
り
、
石
原
都
知
事

の
　
「
三
国
人
発
言
」
や
公
的
機
関
に
よ
る
「
外
国
人
犯
罪
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
な
ど
の
公
権
力
・
公
人
に
よ
る
差
別
助
長
の
発
言
や
煽

動
行
為
、
民
間
に
お
い
て
も
、
入
居
・
入
店
拒
否
な
ど
の
差
別
事
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象
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
九
月
一

七
日
の
日
朝
首
脳
会
談
で
の
金
正
日
総
書
記
に
よ
る
拉
敦
事
件
の

「
公
表
」
以
降
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
達
へ
の
暴
力
や
嫌
が

ら
せ
が
多
発
す
る
な
ど
、
外
国
人
嫌
悪
　
（
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
）
　
や
人

種
差
別
な
ど
の
排
外
主
義
的
傾
向
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
第
二
に
、
近
時
、
政
府
機
関
や
経
済
団
体
を
中
心
に
、
来
る

べ
き
人
口
減
少
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
「
移
住
（
外
国
人
）
　
労

働
者
」
　
の
よ
り
積
極
的
な
受
け
入
れ
提
言
が
な
さ
れ
始
め
て
い
る

が
、
日
本
の
外
国
人
法
制
が
、
「
単
一
民
族
社
会
観
」
を
基
礎
と

し
た
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
入
管
法
と
い
う
）
　
や

外
国
人
登
録
法
と
い
っ
た
「
外
国
人
管
理
法
」
し
か
用
意
し
て
お

ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
移
住
労
働
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、

人
権
侵
害
や
人
種
差
別
が
拡
大
す
る
虞
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
　
人
権
基
本
法
制
定
の
必
要
性

ー
　
外
国
人
・
民
族
的
少
数
者
の
構
成

二
一
世
紀
初
頭
の
日
本
に
は
、
植
民
地
支
配
の
結
果
と
し
て
日

本
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
朝
鮮
や
台
湾
な
ど
の
旧
植
民
地

出
身
者
と
そ
の
子
孫
、
移
住
労
働
者
と
そ
の
家
族
、
難
民
な
ど
外

国
籍
、
多
民
族
の
人
々
が
多
数
居
住
し
生
活
し
て
い
る
。
法
務
省

入
国
管
理
局
が
二
〇
〇
四
年
六
月
に
発
表
し
た
統
計
に
よ
れ
ば
、

日
本
に
お
け
る
外
国
人
登
録
者
数
は
、
二
〇
〇
三
年
末
現
在
で
一

九
一
万
五
〇
三
〇
人
に
達
し
た
。
一
〇
年
前
　
（
一
九
九
三
年
末
）

と
比
べ
て
四
五
％
の
増
加
で
あ
り
、
日
本
の
総
人
口
に
占
め
る
割

合
も
、
一
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
登
録
者
の
国

籍
（
出
身
地
）
　
数
は
、
一
八
六
カ
国
（
無
国
籍
を
除
く
）
　
に
上
っ

て
お
り
、
国
連
加
盟
国
数
（
二
〇
〇
三
年
末
現
在
一
九
一
カ
国
）
　
と

比
較
す
れ
ば
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
国
の
出
身
者
が
日
本

に
在
留
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
在
留
資
格
別
で
は
、

旧
植
民
地
出
身
者
と
そ
の
子
孫
（
特
別
永
住
資
格
者
）
　
は
、
四
七

万
五
九
五
二
人
で
全
外
国
人
登
録
者
数
の
う
ち
二
四
・
九
％
と
な

っ
て
お
り
、
他
方
、
移
住
労
働
者
と
そ
の
家
族
等
（
い
わ
ゆ
る
ニ

ュ
ー
カ
マ
ー
）
　
は
、
全
外
国
人
登
録
者
数
の
七
五
・
一
％
に
達
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
外
国
人

の
ほ
か
に
、
日
本
に
は
、
約
二
二
万
人
の
未
登
録
の
外
国
人
が
居

住
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
外
国
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
民
族
的
少
数
者

（
ミ
e
t
ぎ
i
c
m
i
ロ
O
r
i
t
y
ミ
‥
国
際
人
権
自
由
権
規
約
二
七
粂
な
ど
）
　
で
も
あ

る
。さ
ら
に
、
日
本
国
籍
を
有
し
民
族
的
少
数
者
と
し
て
の
立
場
に

あ
る
人
々
と
し
て
、
先
住
民
族
で
も
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
、
旧
植
民

地
出
身
者
と
そ
の
子
孫
の
う
ち
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
約
三
〇
万

人
の
人
々
、
近
時
来
日
し
て
そ
の
後
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
人
々
、
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国
際
結
婚
な
ど
に
よ
り
出
生
し
て
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
子
ど
も

達
、
必
ず
し
も
民
族
的
少
数
者
に
範
時
化
さ
れ
な
い
も
の
の
異
文

化
を
有
す
る
沖
縄
の
人
々
な
ど
、
多
数
の
外
国
人
・
民
族
的
少
数

者
が
固
有
の
文
化
を
有
し
な
が
ら
、
日
本
社
会
で
生
活
し
て
い
る
。

ま
さ
に
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
多
国
籍
・
多
民
族
・
多
文
化

の
傾
向
が
急
激
に
進
展
し
て
い
る
。

2
　
人
口
減
少
化
へ
の
対
応
と
新
た
な
排
外
主
義
の
台
頭

（
1
）
　
ま
た
、
日
本
政
府
や
経
済
界
に
お
い
て
は
、
来
る
べ
き
少

子
・
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
化
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
主
と

し
て
人
口
政
策
、
経
済
政
策
の
観
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
移
住
（
外

国
人
）
労
働
者
」
の
積
極
的
受
け
入
れ
の
基
調
を
提
示
し
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
三
月
二
四
日
、
法
務
省
入
国
管
理
局
は
、
当
面
す

る
外
国
籍
者
の
出
入
国
管
理
に
関
し
て
、
「
第
二
次
基
本
計
画
」

を
告
示
・
発
表
し
た
。
こ
の
基
本
計
画
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
た
め
、
高
度
な
技
術

な
ど
を
有
す
る
移
住
労
働
者
の
よ
り
積
極
的
な
受
け
入
れ
の
必
要

性
を
謳
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
第
二
に
、
「
わ
が
国
社
会
は
少
子
・

高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
予
測

さ
れ
て
い
る
人
口
の
減
少
、
そ
れ
に
伴
う
労
働
力
の
減
少
」
　
に
対

応
す
る
た
め
、
積
極
的
に
移
住
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と

を
基
調
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
第
二
次
基
本
計
画
」
は
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
経
済
政
策
と
少
子
二
日
同

齢
化
と
い
う
人
口
政
策
か
ら
、
本
格
的
な
「
移
住
労
働
者
の
受
け

入
れ
」
基
調
を
提
起
し
、
国
家
利
益
の
観
点
か
ら
、
移
住
労
働
者

と
そ
の
家
族
の
労
働
力
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
外
務
大
臣
の
諮
問
機
関
「
海
外
交
流

審
議
会
」
は
、
外
国
人
の
「
単
純
労
働
者
」
　
の
受
け
入
れ
に
関
し

て
、
「
分
野
ご
と
に
二
疋
限
度
で
秩
序
あ
る
導
入
の
方
途
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
と
の
答
申
を
ま
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
由

貿
易
協
定
　
（
F
T
A
）
　
に
お
い
て
、
日
本
政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
政

府
と
の
間
で
、
看
護
師
、
介
護
士
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
在
留

期
間
制
限
を
事
実
上
撤
廃
す
る
方
針
を
示
す
に
至
っ
て
い
る
。
日

本
経
済
団
体
連
合
会
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
四
年
四
月
一
四
日
、

「
多
様
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
活
か
し
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
〝
付

加
価
値
創
造
力
″
を
高
め
て
い
く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
外
国
人
が

も
つ
力
を
活
か
す
た
め
の
給
合
的
な
受
け
入
れ
施
策
」
を
提
言
し

た
。ま
た
、
移
住
労
働
者
と
そ
の
家
族
が
多
数
居
住
す
る
地
方
自
治

体
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
「
外
国
人
集
住
都
市
公

開
首
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
「
地
域
共
生
」
　
に
向
け
た
浜
松
宣

言
が
な
さ
れ
、
教
育
、
社
会
保
障
、
外
国
人
登
録
等
の
諸
手
続
に

関
す
る
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
人
権
教
育
の
国
連
一
〇
年
」
（
一

九
九
五
年
～
二
〇
〇
四
年
）
　
に
関
連
し
て
も
、
日
本
政
府
は
　
「
人
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権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
に
関
す
る
行
動
計
画
」
　
（
一
九
九

七
年
七
月
）
　
を
策
定
し
、
「
基
本
的
考
え
」
　
の
中
で
、
「
広
く
国
民

の
間
に
多
元
的
文
化
、
多
様
性
を
容
認
す
る
　
『
共
生
の
心
』
を
醸

成
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
要
請
さ
れ
る
」
と
謳
う
に
至
っ
て
い
る
。

（
2
）
　
他
方
、
現
在
の
日
本
社
会
に
は
、
公
権
力
・
公
人
に
よ
る

差
別
の
助
長
と
も
い
え
る
発
言
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
外
国

人
・
民
族
的
少
数
者
に
対
す
る
入
居
拒
否
、
宝
石
店
や
浴
場
な
ど

へ
の
入
店
拒
否
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
暴
力
行
為

な
ど
、
民
間
施
設
や
民
間
人
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
「
差

別
・
排
外
主
義
」
が
台
頭
し
て
お
り
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
外

国
人
嫌
悪
　
（
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
）
　
や
人
種
差
別
に
よ
る
「
差
別
・
排

外
主
義
」
的
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。

3
　
日
本
の
外
国
人
法
制
の
現
状

（
1
）
　
こ
の
よ
う
な
多
国
籍
・
多
民
族
・
多
文
化
の
流
れ
と
差
別

排
外
主
義
的
動
向
に
対
応
す
る
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
外
国
人
・

民
族
的
少
数
者
に
対
し
て
も
、
等
し
く
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
、

さ
ら
に
外
国
人
・
民
族
的
少
数
者
固
有
の
権
利
が
積
極
的
に
実
現

さ
れ
る
よ
う
に
、
法
制
度
や
施
策
が
整
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
数
々
の
人
種
差
別
に
対
し
て
、
こ
れ
を
規
制
し
被

害
者
を
救
済
す
る
実
定
法
や
組
織
法
の
整
備
が
要
請
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

（
2
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
通
り
、
戟
後
日
本
の
外
国
人
法

制
は
、
「
単
一
民
族
社
会
観
」
　
に
立
脚
し
た
、
入
管
法
や
外
国
人

登
録
法
を
骨
格
と
し
た
「
外
国
人
管
理
法
」
を
優
位
と
す
る
法
制

し
か
用
意
し
て
は
お
ら
ず
、
旧
植
民
地
出
身
者
と
そ
の
子
孫
も
含

め
て
、
外
国
人
は
管
理
の
対
象
と
さ
れ
続
け
て
い
る
。
日
本
社
会

に
お
い
て
は
、
外
国
人
は
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
民
族
的
少
数
者

と
と
も
に
、
等
し
く
人
権
の
享
有
主
体
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

民
族
的
少
数
者
と
し
て
の
教
育
や
文
化
な
ど
の
固
有
の
権
利
の
保

障
と
立
法
、
行
政
、
司
法
な
ど
の
公
的
社
会
へ
の
よ
り
広
い
参
画

の
保
障
を
基
礎
的
条
件
と
す
る
多
民
族
・
多
文
化
共
生
社
会
の
構

築
に
焦
点
を
当
て
た
法
制
度
は
未
だ
整
え
ら
れ
て
い
な
い
。
．

（
3
）
　
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
は
、
外
国
人
・
民
族
的
少
数
者
の

人
権
に
関
す
る
明
文
規
定
は
存
在
せ
ず
、
個
々
の
事
件
に
お
い
て

判
例
法
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
戟
後
日
本
の
外
国
人
の
人
権
に
関

す
る
判
例
法
は
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
四
日
の
マ
ク
リ
ー
ン
最
高

裁
大
法
廷
判
決
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
外
国
人
の
人

権
に
関
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
権
利
性
質
説
」
　
に
立
ち
つ
つ
、
こ
れ

ら
外
国
人
の
人
権
は
、
出
入
国
管
理
法
に
基
づ
く
「
在
留
制
度
」

の
枠
内
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

マ
ク
リ
ー
ン
最
大
判
は
、
そ
の
内
容
が
一
人
歩
き
し
、
現
在
に
お

い
て
も
、
外
国
人
の
人
権
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
、
「
広
範
な

行
政
裁
量
」
を
基
礎
付
け
る
根
拠
と
し
て
国
側
か
ら
主
張
さ
れ
続
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け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
外
国
人
法
制
は
、
入
管
法
と

外
国
人
登
録
法
と
い
う
「
外
国
人
管
理
法
制
」
に
よ
っ
て
基
本
的

に
は
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
の
マ
ク
リ
ー
ン
最
大
判
の
憲
法
解
釈

と
相
侯
っ
て
、
外
国
人
の
人
権
保
障
の
伸
張
に
と
っ
て
最
大
の
障

害
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
日
本
は
、
マ
ク
リ
ー
ン
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
翌
年
一

九
七
九
年
に
、
国
際
自
由
権
及
び
社
会
権
規
約
（
一
九
七
九
年
）

を
批
准
し
、
そ
の
後
も
難
民
条
約
　
（
一
九
八
一
年
）
、
女
性
差
別

撤
廃
条
約
（
一
九
八
五
年
）
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
（
一
九
九
四
年
）
、

人
種
差
別
撤
廃
条
約
（
一
九
九
五
年
）
、
拷
問
禁
止
条
約
（
一
九
九

九
年
）
　
を
各
批
准
又
は
加
入
し
、
国
内
法
的
効
力
を
有
す
る
法
規

範
と
し
て
受
容
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
族
的
少
数
者
で

も
あ
る
外
国
人
の
人
権
に
関
し
て
は
、
現
在
に
お
い
て
も
、
「
在

留
制
度
」
　
の
枠
内
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
と
す
る
マ
ク
リ
ー
ン
最

大
判
の
枠
組
み
は
変
更
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
4
）
　
さ
ら
に
、
こ
の
間
、
日
本
が
批
准
又
は
加
入
し
た
国
際
人

権
諸
条
約
に
基
づ
い
て
、
そ
の
実
施
監
視
機
関
で
あ
る
各
委
員
会

か
ら
日
本
政
府
に
対
し
て
、
外
国
人
・
民
族
的
少
数
者
の
人
権
に

関
す
る
数
多
く
の
「
懸
念
及
び
勧
告
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。

軍
人
恩
給
に
お
け
る
差
別
問
題
、
入
管
・
外
登
法
に
よ
る
再
入

国
許
可
制
度
や
外
登
証
の
常
時
携
帯
義
務
問
題
、
民
族
教
育
や
外

国
人
・
民
族
的
少
数
者
の
子
ど
も
の
母
語
教
育
ヤ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
保
障
問
題
、
民
族
学
校
や
外
国
人
学
校
の
大
学
人
学
資
格

の
保
障
問
題
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
　
（
少
数
者
）
　
の
女
性
に
対
す
る
複

合
差
別
、
警
察
や
入
管
施
設
で
の
外
国
人
の
処
遇
問
題
、
現
行
難

民
認
定
制
度
の
問
題
点
な
ど
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
日
本
に
お
け

る
外
国
人
や
外
国
人
を
含
む
民
族
的
少
数
者
の
法
制
度
の
抜
本
的

見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
「
勧
告
」
　
の
中
で
、
「
従
軍
慰
安
婦
」
「
軍
人
・
軍
属
」

な
ど
の
戟
後
補
償
問
題
以
外
で
、
概
ね
共
通
す
る
外
国
人
・
民
族

的
少
数
者
の
人
権
課
題
は
、
日
本
の
法
制
度
が
、
外
国
人
・
民
族

的
少
数
者
の
権
利
を
保
障
し
て
い
な
い
こ
と
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女

性
や
子
ど
も
に
対
す
る
複
合
差
別
を
含
む
民
族
差
別
や
人
種
差
別

に
対
す
る
規
制
と
救
済
の
法
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ

る
。
ま
た
、
国
際
自
由
権
規
約
第
二
七
条
の
「
少
数
者
の
権
利
」
は
、

一
九
九
二
年
一
二
月
一
人
目
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
「
民
族
的

又
は
種
族
的
、
宗
教
的
及
び
言
語
的
少
数
者
に
属
す
る
者
の
権
利

に
関
す
る
宣
言
」
　
（
少
数
者
　
（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
　
の
権
利
宣
言
）
　
へ

と
結
実
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
連
の
小
委
員
会
に
お
い
て
こ
の

条
約
化
の
作
業
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現

状
に
お
い
て
、
①
民
族
的
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
障
、

②
公
的
社
会
へ
の
参
画
の
保
障
を
柱
と
す
る
「
外
国
人
・
民
族
的

少
数
者
の
権
利
」
を
法
制
度
と
し
て
具
体
化
す
る
こ
と
は
緊
要
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
こ
の
間
の
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
執
拗
な
暴
力
と
差
別
排
外
行
為
の
発
生
や
公
人
や
民
間
に
よ
る

差
別
事
件
の
多
発
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
民
族
差
別
や
人
種

差
別
に
対
す
る
規
制
と
救
済
の
立
法
措
置
の
必
要
性
を
要
請
し
て

い
る
。
こ
の
差
別
行
為
の
規
制
と
被
害
者
の
救
済
の
課
題
は
、
政

府
か
ら
独
立
し
た
国
内
人
権
横
関
の
設
立
と
と
も
に
、
主
な
人
権

条
約
委
員
会
か
ら
の
　
「
勧
告
」
内
容
で
も
あ
る
。

4
　
歴
史
に
学
び
、
「
共
生
社
会
」
の
実
現
を

二
一
世
紀
初
頭
の
日
本
は
、
確
実
に
「
多
民
族
・
多
文
化
社
会
」

に
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
も
と
で
、

複
合
的
な
差
別
を
受
け
て
い
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
の
現
状
を
も

踏
ま
え
た
外
国
人
・
民
族
的
少
数
者
の
人
権
保
障
と
反
差
別
・
平

等
に
関
す
る
国
際
人
権
基
準
を
柱
と
し
て
、
日
本
国
内
に
、
差
別

の
規
制
と
被
害
者
の
救
済
措
置
を
含
む
「
外
国
人
・
民
族
的
少
数

者
の
人
権
基
本
法
」
を
制
定
し
、
も
っ
て
、
「
多
民
族
・
多
文
化

の
共
生
す
る
社
会
」
　
の
構
築
に
向
け
た
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換
の
契
機
と
す
る
こ
と
は
、
緊
要
の
人
権
課
題
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
立
法
や
施
策
が
実
施
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て

は
、
植
民
地
支
配
の
結
果
と
し
て
日
本
に
生
活
す
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
旧
植
民
地
出
身
者
や
そ
の
子
孫
な
ど
の
置
か
れ
た
特

別
な
状
況
に
つ
い
て
、
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
た
十
分
な
る
法
制

度
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
せ
て
、
戦
後
補

償
と
謝
罪
の
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
過
去
の
植
民
地
支
配
や
、
そ

の
後
の
旧
植
民
地
出
身
者
の
日
本
国
籍
の
一
方
的
喪
失
　
（
一
九
五

二
年
四
月
）
　
等
に
伴
う
様
々
な
歴
史
の
清
算
と
人
権
課
題
が
早
急

に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
第
四
七
回
日
弁
連
人
権
擁
護
大
会
第

一
分
科
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
開
催
さ
れ
、
弁
護
士
の
み
な
ら
ず
、

多
く
の
当
事
者
や
市
民
の
参
加
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
シ
ン
ポ
当

日
、
同
実
行
委
貞
会
は
、
基
調
報
告
書
（
五
二
〇
頁
）
、
資
料
集
（
三

六
九
頁
）
　
を
提
示
し
、
同
時
に
、
広
く
討
議
の
素
材
を
提
供
す
る

趣
旨
で
、
同
実
行
委
貞
会
作
成
の
「
外
国
人
・
民
族
的
少
数
者
の

人
権
基
本
法
要
綱
試
案
」
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
、
翌
一
〇
月
八

日
の
弁
護
士
会
員
に
よ
る
「
人
権
擁
護
大
会
」
　
に
お
い
て
、
「
多

民
族
・
多
文
化
の
共
生
す
る
社
会
の
構
築
と
外
国
人
・
民
族
的
少

数
者
の
人
権
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
宣
言
」
を
採
択
し
た
。
日

弁
連
は
、
当
面
す
る
人
権
活
動
の
重
要
課
題
と
し
て
、
こ
の
官
三
三
口

内
容
を
具
体
化
す
べ
く
、
「
人
権
基
本
法
」
　
の
制
定
を
求
め
る
と

と
も
に
、
「
差
別
禁
止
法
　
（
条
例
）
」
な
ど
の
個
別
立
法
を
促
す
こ

と
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
「
多
民
族
■
多
文
化
の
共
生
す
る
社
会
」

の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
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